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岡山県道路メンテナンス会議規約

（名 称）

第１条 本会議は、「岡山県道路メンテナンス会議」（以下「会議」という。）と称する。

（目 的）

第２条 会議は、道路法（昭和27年法律第180号）第２８条の２に規定の「協議会」に位

置付けるものとし、岡山県内の道路管理を計画的、効率的に行うため、各道路管理者が

相互に連絡調整等を行うことにより、道路施設等の予防保全・老朽化対策の強化等を図

ることを目的とする。

（協議事項）

第３条 会議は、前条の目的を達成するため、次の事項について協議する。

一 道路施設の維持管理等に係る情報共有・情報発信に関すること。

二 道路施設の点検、修繕計画等の把握・調整に関すること。

三 道路施設の技術基準類、健全性の診断、技術的支援等に関すること。

四 その他道路の管理に関連し会長が妥当と認めた事項

（組 織）

第４条 会議は、別表１に掲げる、岡山県内における高速自動車国道、一般国道、県道及

び市町村道の各道路管理者等で組織する。

２ 会議には、会長及び副会長５名を置くものとし、会長は国土交通省中国地方整備局岡

山国道事務所長、副会長は岡山県土木部道路建設課長、同道路整備課長、岡山市都市整

備局道路部道路港湾管理課長、同道路予防保全課長及び西日本高速道路株式会社中国支

社岡山高速道路事務所長とする。

３ 会長に事故等あるときは、副会長がその職務を代行する。

４ 会長は、個別課題等についての検討・調整を行うため、専門部会を設置することがで

きる。

５ 会議には、高速自動車国道、一般国道、県道及び市町村道の各道路管理者からなる幹

事会を置くものとし、構成は別表２のとおりとする。

６ 道路施設等の不具合発生時等における技術的な助言、専門的な研究機関等への技術相

談の窓口を、国土交通省中国地方整備局岡山国道事務所に置く。

（会議の運営）

第５条 会議は、必要に応じて会長が招集し、運営する。

２ 会議には、必要に応じて、会長が指名する者の出席を求めることができる。

（幹事会）

第６条 幹事会は、必要に応じて幹事長が招集し、次の事項について調整する。

一 会議の運営全般についての補助、会員相互の連絡調整に関すること。

二 会議における議題の調整に関すること。

三 その他会議の運営に際し必要となる事項の調整に関すること。
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（事務局）

第７条 会議の事務局は、国土交通省中国地方整備局岡山国道事務所計画課、同管理第二

課、岡山県土木部道路建設課、同道路整備課、岡山市都市整備局道路部道路港湾管理課、

同道路予防保全課及び西日本高速道路株式会社中国支社岡山高速道路事務所統括課に置

く。

（規約の改正）

第８条 本規約の改正等は、会議の審議・承認を得て行う。

（その他）

第９条 本規約に定めるもののほか必要な事項は、その都度協議して定める。

（附 則）

本規約は、平成２６年５月１６日から施行する。

平成２７年６月５日 改正

平成２８年７月８日 改正

平成２９年７月６日 改正

平成３０年３月１９日 改正

平成３１年３月２５日 改正

令和元年８月７日 改正

令和２年９月２５日 改定

令和３年８月２７日 改定

令和４年９月２９日 別表１及び別表２改正

令和５年９月２５日 別表１及び別表２改正

令和６年９月２７日 別表１及び別表２改正

令和７年１０月２３日 別表１及び別表２改正
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別表１

組　織　名 役　職

会長 国土交通省中国地方整備局 岡山国道事務所長

副会長 岡山県土木部 道路建設課長

副会長 岡山県土木部 道路整備課長

副会長 岡山市都市整備局道路部 道路港湾管理課長

副会長 岡山市都市整備局道路部 道路予防保全課長

副会長 西日本高速道路株式会社中国支社 岡山高速道路事務所長

本州四国連絡高速道路株式会社 坂出管理センター所長

倉敷市 土木部長

津山市 都市建設部長

玉野市 建設部長

笠岡市 建設部長

井原市 建設経済部長

総社市 建設部長

高梁市 土木部長

新見市 建設部長

備前市 建設部長

瀬戸内市 産業建設部長

赤磐市 建設事業部長

真庭市 建設部長

美作市 都市整備部長

浅口市 産業建設部長

和気町 産業建設部長兼都市建設課長

早島町 建設課長

里庄町 農林建設課長

矢掛町 建設課長

新庄村 副村長兼務産業建設課長

鏡野町 建設課長

勝央町 産業建設部総括参事

奈義町 地域整備課長

西粟倉村 建設課長

久米南町 建設水道課長

美咲町 建設課長

吉備中央町 建設課長

国土交通省中国地方整備局 中国技術事務所長

国土交通省中国地方整備局 中国道路メンテナンスセンター長

公益財団法人岡山県建設技術センター 技術支援課長

国土交通省中国地方整備局　道路部 地域道路調整官

国土交通省中国地方整備局　道路部 道路保全企画官

岡山県・道路メンテナンス会議　名簿

オブザーバー

事務局

国土交通省中国地方整備局　岡山国道事務所　計画課・管理第二課

岡山県土木部　道路建設課

岡山県土木部　道路整備課

岡山市都市整備局道路部　道路港湾管理課

西日本高速道路株式会社中国支社　岡山高速道路事務所　統括課

岡山市都市整備局道路部　道路予防保全課
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別表２

所　属 役　職

幹事長 国土交通省中国地方整備局岡山国道事務所 総括保全対策官

副幹事長 岡山県土木部道路建設課 参事

副幹事長 岡山県土木部道路整備課 総括副参事

副幹事長 岡山市都市整備局道路部道路港湾管理課 係長

副幹事長 岡山市都市整備局道路部道路予防保全課 課長補佐

副幹事長 西日本高速道路株式会社中国支社　岡山高速道路事務所 副所長

国土交通省中国地方整備局道路部 地域道路課長

国土交通省中国地方整備局道路部 道路構造保全官

本州四国連絡高速道路株式会社　坂出管理センター 副所長

倉敷市 土木課長

津山市 土木課長

玉野市 土木課長

笠岡市 建設管理課長

井原市 建設課長

総社市 建設部次長兼地域応援課長

高梁市 建設課長

新見市 建設課長

備前市 建設課長

瀬戸内市 建設課長

赤磐市 建設課長

真庭市 建設課長

美作市 建設課長

浅口市 建設業務課長

和気町 都市建設課長代理

早島町 建設課　係長

里庄町 農林建設課長

矢掛町 建設課長

新庄村 副村長兼務産業建設課長

鏡野町 建設課長

勝央町 産業建設部参事補

奈義町 地域整備課長

西粟倉村 建設課長

久米南町 建設水道課長

美咲町 建設課長

吉備中央町 建設課長

国土交通省中国地方整備局中国技術事務所 副所長

国土交通省中国地方整備局中国道路メンテナンスセンター 技術課長

岡山県・道路メンテナンス会議　幹事会名簿

事務局

国土交通省中国地方整備局　岡山国道事務所　計画課・管理第二課

岡山県土木部　道路建設課

岡山県土木部　道路整備課

岡山市都市整備局道路部　道路港湾管理課

西日本高速道路株式会社中国支社　岡山高速道路事務所　統括課

岡山市都市整備局道路部　道路予防保全課
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 令和８年度道路関係予算概要

道路保全企画Gからの連絡事項
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令和８年度道路関係予算総括表

令和８年度 道路関係予算概要(R7.1２） 抜粋 6



【機密性２】岡山県道路メンテナンス会議 年間スケジュール(案)

・令和７年度の点検結果、修繕実施状況
・令和８年度自治体技術支援（活動予定）
・課題の共有、連絡調整 など

令和８年度点検実施結果（見込み）

・令和８年度の点検結果見込、修繕実施状況
・令和９年度以降の点検計画
・令和８年度自治体技術支援（活動報告）

など
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自治体支援の取り組み

■ 令和７年度 研修・講習会等の実績

主催 研修・講習会名 開催日 開催場所 参加人数

1 中国道路メンテナンスセンター 橋梁管理実務者講習会 R7.1～R7.9 ＷＥＢ講習会 無制限

2 中国道路メンテナンスセンター ＶＲを活用した橋梁点検講習会 R7.9.2 岡山国道事務所 ９人

3 中国道路メンテナンスセンター 橋梁管理実務者Ⅰ研修
R7.7.14～R7.18
R7.9.8～R7.9.12

中国技術事務所研修所
２４人
１６人

4 中国道路メンテナンスセンター 橋梁管理実務者Ⅱ研修 R7.10.20～R7.10.24 中国技術事務所研修所 １０人

5 中国地方整備局 トンネル管理実務者Ⅰ研修 R7.11.17～R7.11.21 中国技術事務所研修 ５人

7
岡山県道路メンテナンス会議事務局
（岡山国道事務所）

点検支援技術現場勉強会
R7.11.14
R7.11.26
R7.12.10

倉敷会場
津山会場
岡山会場

３０人
（７自治体）

8
岡山県道路メンテナンス会議事務局
（岡山国道事務所）

道路橋梁保全の基礎講座（勉強会）
R8.1.15
R8.1.22

岡山国道事務所
３４人

（１０自治体）

9 岡山県 道路構造物の点検と対策（基礎）講座 R7.6.17 技術センター ９人

10 岡山県 橋梁保全に関する講習会 R7.7.1～R7.7.2 技術センター ４３人

11 岡山県 岡山県橋梁保全実践講座 R7.12 井原市、赤磐市、真庭市
３４人

（１３自治体）

12 岡山県 道路メンテナンスミーティング R8.2 技術センター
３０人
（予定） 8



自治体支援の取り組み（令和７年度の取組状況）

■ 点検支援技術現場勉強会

○概要：実際に点検支援技術による点検を行い体験することで、点検支援技術の流れ、活用効果の知識を習得する。

○開催日：倉敷会場 令和７年１１月１４日（金）【スマートフォンによる３次元モデルを活用した点検支援技術】

【橋の損傷を水陸両用ロボットおよび水上フロートで把握する点検支援技術】

津山会場 令和７年１１月２６日（水）【UAV撮影画像による点検支援技術】

岡山会場 令和７年１２月１０日（水）【UAV撮影画像による点検支援技術】

○参加者：倉敷会場 ２０人（４自治体）

津山会場 ９人（２自治体）

岡山会場 １２人（３自治体）

■ 受講者からの意見・感想

・橋梁点検における新技術・新工法を活用するための検討は、ドローンによる点検が主であったので、スマートフォンによる点検や水陸両用

ロボットによる点検は、新しい内容であり非常に勉強になりました。

・ドローンによる点検など最新技術を体験することが出来たり、橋梁点検のポイントなど直接教えてもらいながら出来てよい経験になった。

▲倉敷会場（水上フロート） ▲津山会場（ドローン） ▲岡山会場（ドローン）
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自治体支援の取り組み（令和７年度の取組状況）

■ 道路橋梁保全の基礎講座勉強会

○概要：道路橋梁保全を担当する若手職員を対象に、点検から補修設計にかかる基礎知識の習得を図る。

○開催日：第１回 令和８年１月１５日（木） 「橋梁の損傷・診断事例および劣化現象の基礎知識」

第２回 令和８年１月２２日（木） 「詳細調査および劣化・損傷原因推定および補修要否の判定」

○参加者：第１回 ２３人（８自治体）

第２回 ２８人（９自治体）

■ 受講者からの意見・感想

・配布資料について、橋梁の損傷状況など、実際の写真を使用していたので現場での損傷状況が分かりやすかった。

・基礎知識から補修要否の判定まで、分かりやすく説明していただき、今後の業務に活かしていきたいと思いました。また、補修方法選定等

の講座があれば、参加したいと思います。

▲第１回開催状況 ▲第２回開催状況
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開催日：R7.12.2 会場：真庭市【参加者：市町村10人（5自治体）】
：R7.12.3 会場：赤磐市【参加者：市町村16人（6自治体）】
：R7.12.9 会場：井原市【参加者：市町村8人（4自治体）】

○目的

自治体職員を対象に、小規模な橋梁を中心に、直営点検の実施に資する現場実習を核とした実践的な講座を開催し、技術力向上を図るもの。

・市町村管理橋梁を題材に、現場で実際の施設を見ながら点検のポイント等について研修を行う。
→直営点検の実施及び点検業者に対し監督する立場となる自治体職員の技術力向上に寄与

○実習内容

○実施日・参加者

・橋梁点検において気をつけるポイントや注意して見なければならない箇所など、現場で実際に見ることができ、非常に勉強になった。

○受講者からの意見・感想

■岡山県橋梁保全実践講座

自治体支援の取り組み（令和７年度の取組状況）
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■ 令和８年度 研修・講習会等の予定

自治体支援の取り組み

主催 研修・講習会名 開催日 開催場所
参加人数
（予定）

研修目的・概要 備考

1 中国道路メンテナンスセンター 橋梁管理実務者講習会 R8.1～R7.9 ＷＥＢ講習会 無制限

補修補強の原理の成立性、工法選定の原則、基本的な補修補強方法の考
え方など基礎的な知識を習得し、代表的な補修補強の対策事例から見る
留意事項などを理解することで、補修補強対策を実施する際に、適切な
応用が出来る技術者としての知識を習得する。

2 中国道路メンテナンスセンター ＶＲを活用した橋梁点検講習会 R8.6～9 岡山国道事務所 ２０人程度 ＶＲ技術を活用し、橋梁点検技術を学習する。
申し込み人数が多数の場合複数会
実施や個別自治体での対応可

3 中国道路メンテナンスセンター 橋梁管理実務者Ⅰ研修
R8.7
R8.9

中国技術事務所研修所 ２０人程度
自治体職員の技術力育成のため、点検要領に基づく点検に必要な知識・
技能等を習得するための研修

実施時期は未定ですがR7と近い
時期での開催を予定

4 中国道路メンテナンスセンター 橋梁管理実務者Ⅱ研修 R8.10 中国技術事務所研修所 ２０人程度

補修補強の原理の成立性、工法選定の原則、基本的な補修補強方法の考
え方など基礎的な知識を習得し、代表的な補修補強の対策事例から見る
留意事項などを理解することで、補修補強対策を実施する際に、適切な
応用が出来る技術者としての知識を習得する。

実施時期は未定ですがR7と近い
時期での開催を予定

5 中国地方整備局 トンネル管理実務者Ⅰ研修 R8.11 中国技術事務所研修 １０人程度
道路法施行規則第４条５の６の規定に基づくトンネルの定期点検に関し
て、最低限必要な知識と技能の修得を図る。

実施時期は未定ですがR7と近い
時期での開催を予定

6 中国道路メンテナンスセンター 新点検要領講習会 随時 各自治体等 要調整
新点検要領の様式の記載に特化した講習会。現地を確認したのち、班で
ディスカッションし、新点検要領での点検様式作成する。新点検要領へ
の理解を深めてもらうことを目的とした講習会。

各自治体等の要望に応じて実施

7
岡山県道路メンテナンス会議事務局
（岡山国道事務所）

点検支援技術現場勉強会 R8.10～11 岡山国道事務所 無制限
現地にて点検支援技術活用状況を紹介し、自治体における活用推進を図
る。

9 岡山県 道路構造物の点検と対策（基礎）講座 R8.6 技術センター １０人程度 道路構造物を対象に点検や予防保全のための知識を習得する。

10 岡山県 橋梁保全に関する講習会 R8.6～R8.7 技術センター ５０人程度 橋梁を対象に点検や予防保全のための知識を習得する。

11 岡山県 岡山県橋梁保全実践講座 R8.9～R8.12 未定 ３０人
小規模な橋梁を中心に、直営点検の実施に資する現場実習を核とした実
践的な講座を開催することにより技術力の向上を図る。

12 岡山県 道路メンテナンスミーティング R9.2 技術センター ３０人

橋梁等の道路施設のメンテナンスを行っていく中で、苦慮している事案
等について、県・各市町村の担当職員が意見を出し合いながら方向性等
の検討を行うことにより道路メンテナンスに関する技術力の向上を図
る。 12
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